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オーガニック＆ナチュラルリビング

化学物質のカロリーを排除しよう
また養鶏場では代謝速度を落とす効果が
あることから成長促進剤としても使われま
す。ということは、果物や野菜に使われてい
る同じ合成化学物質が家畜を太らせる為に
も使われているのです！さらに体重増加を
促進するために医薬品としても使われてい
ます。

人々は、単に運動しないというような努
力不足によって太っているのではありませ
ん。実のところ、非難の矢は有害物質に向け
られなければならないのです。有害物質は
体内に微量しか蓄積されていない場合でさ
え、直接筋肉に害を与え、また成長をコント
ロールしているホルモンを破壊することが
知られています。カテコールアミンは重要な
痩身機能を持つホルモンの一種ですが、こ
のホルモンは化学物質の攻撃を頻繁に受
けているために、本来体が持つ痩身機能が
妨げられてしまい、新陳代謝が悪くなってい
ます。

ベイリーハミルトン博士は、効果的なデト
ックスダイエットをやりながら、有毒な合成
化学物質を含む食物、スキンケア用品、化
粧品および家庭用品を排除し、オーガニッ
ク製品に置き換えていくことを推奨してい
ます。さらに、彼女の研究では、オーガニック
栽培した生産物の中に最高水準の「痩身機
能をもつ栄養素」がみられるということもい
われています。

が困難になり、たとえ食事を減らしたとして

も結果的には太ってしまうのです。

このデトックスダイエットの研究では、私

たちの食物や身近にある肥満の原因となる

有害物質や化学物質カロリーをどのように

避けるかについて述べています。また、どの

ようにしてスムーズに化学物質を体外へ排

出し、体本来が持つ痩身機能を取り戻すこ

とができるかについて説明しています。

合成化学物質は二通りの方法で私た

ちの健康に害を与えます。まずは急性“中

毒”で、一度に大量の有害物質を摂取してし

まうとすぐに急激な反応を引き起こし、それ

によって世界中で22万人が毎年亡くなって

います。次に微量で長期間蓄積していくとい

うより巧妙なものです。

これがベイリーハミルトン博士が彼女の

本の中で追っているものです。「デトックス

（解毒）ダイエット」では、現在肥満が流行

しているのは、農業、スキンケア用品、化粧

品、家庭用品などに使われている有毒な合

成化学物質のせいだと述べています。

有毒な合成化学物質は脂肪に溶けやす

く、体内に蓄積されると体は正常に分解処理

や排除が出来ないため、体内に残った有害

物質を保存すべく脂肪細胞を作り出します。

カルバミン酸塩は殺虫剤の一種で、農作

物や化粧品、薬の成分として使われており、

肥満の原因は何でしょうか？現在、人々
はさまざまなダイエットを行っているにも
にもかかわらず女性では225g、男性では
450gづつ年々太っている傾向にあるのは
なぜでしょうか？

食物、スキンケア用品や洗剤に含まれる
合成化学物質で太るということがありえる
のでしょうか？

今日存在する多くのダイエット法の基盤
は、1930年代、身体の消費カロリーよりも
摂取カロリーが少なければ、身体は体脂肪
を燃焼するという理論を立てたミシガン大
学のジョンストン博士とニュースボロー博
士の研究に基づいています。

ポーラ・べイリーハミルトン博士は、その
草分け的な著書「デトックス（解毒）ダイエッ
ト－化学物質のカロリーを排除して体本来
が持つ痩身機能を強化」の中で、彼女が提
唱する考えが体重増加の根本的な原因で
あると述べています。体本来が持つ体重管
理機能は日常生活の中で遭遇する有害な
化学物質に害されています。－このダメー
ジによって、私たちの体は次第に体重管理
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合成化学物質が肥満のメカニズムを作る原因－医学的実証

品は、たとえ化学物質を含む製品などでも安

全なものと思い込んでしまいます。しかし、化

粧品やパーソナルケア製品に使用されてい

る７万種の化学物質のうち、完全な安全性の

調査が行われているものは４分の１にも満

たないのです。それ以外の化学物質は正式

に危険性があると分類されているにも関わら

ず、いまだにシャンプーやパーソナルケア製

品に使用されているのです。発ガン性が認め

られたホルムアルデビド、また最も問題視さ

れている物質のホルムアルデビドの先駆物

質（クオターニウム、ディアゾリディニール尿

素、DMDMヒダントイン）など数多くの化学

物質の有害性が認められています。これらの

合成物質はいまだ多くの製品に通常に含ま

れているのです。特に現代の家庭環境におい

て、私達の体はホルムアルデビドなど多くの

有害物質に日々晒されています。私達の体は

一生涯を通じて有害物質に晒され続け、その

結果何が起こるのかまだ誰にも分かっていな

いのです。

毎年数千種類もの新しい化学物質が市場

に入ってくる中で、問題はさらに複雑となり監

視・規制がますます難しくなってきます。

正式にこれらの製品が安全だとされてい

る一方、政府当局では、実際誰も状況の記録

を取っていないのですから、本当の安全性に

ついてはほとんど把握していないのが実情

です。製造業者自身の責任で監視し、副作用

が発見されたら報告するといったところがい

いところでしょう。製造業者が行う監視は、主

に消費者に見られる急性の副作用に対して

目が向けられており、長期間にわたる健康へ

の影響は軽視されているようです。歯を磨い

たり、髪を洗ったり、デオドラントを使用したり

という日常生活における化学物質の長期使

用が多くの一般消費者へ与える影響につい

ては、重要視されていないのです。


